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海の本

漂流物語 世

語
を
生
ん
で
き
ま
し
た
。
劇
的
な

人
間
ド
ラ
マ
に
ひ
か
れ
る
方
も
多

い
よ
う
で
す
。

兵
庫
県
猪
名
川
町
の
西
条
武
俊

さ
ん
（
７５
）
は
津
本
陽
著

『
椿
と
花

水
木
　
万
次
郎
の
生
涯
』

（
上
下

巻
、
幻
冬
舎
文
庫
）
を
推
し
ま
す
。

漂
流
し
、
捕
鯨
船
に
助
け
ら
れ
て

米
国
に
渡

っ
た
万
次
郎
。
西
条
さ

ん
は

「
人
生
を
生
き
抜
く
の
に
大

も
著

し
た
吉
村
昭
を
挙
げ
る
の

は
、
千
葉
県
我
孫
子
市
の
瀬
尾
悠

紀
雄
さ
ん
（
７７
）
で
す
。

『
花
渡
る

海
』

（
中
公
文
庫
）
を

「
海
洋
国

日
本
な
ら
で
は
の
海
を
舞
台
に
し

た
話
が
、
読
む
人
の
ロ
マ
ン
を
か

き
立
て
る
」
と
語
り
ま
す
。

手
堅
い
人
気
を
誇

っ
た
の
が
、

ヘ
ミ
ン
グ
ウ

ェ
ー
の
『
老
人
と
海
』

（
新
潮
文
庫
）
。
水
戸
市
の
長
谷

川
朧
熙
さ
ん
（
６２
）
は

「
老
漁
師
の

『
孤
愁
』
と
い
う
も
の
に
共
感
を

覚
え
た
。
海
を
巡
る
生
き
物
の
描

写
も
実
に
リ
ア
ル
」
と
評
し
ま
す
。

東
京
都
町
田
市
の
富
岡
淳

一
さ
ん

い
て
い
き
た
い
」
と
再
読
し
た
そ

う
で
す
ｏ

海
と
い
え
ば
、
青
春
物
語
に
ふ

さ
わ
し
い
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

山
口
県
山
陽
小
野
田
市
の
山
根
明

子
さ
ん
（
３８
）
は
、
角
田
光
代
著
『
だ

れ
か
の
い
ど
し
い
ひ
と
』

（
文
春

文
庫
〉
所
収
の
短
編

「
海
と
凧
」

に
１
票
。

「
み
ず
み
ず
し
い
気
持

ち
に
な
れ
る
作
品
」
と
感
想
を
語

オ
』

（
文
春
文
庫
）

ネ
シ
ア
の
ポ
ナ
ペ
自

作
短
編
集
。
奈
良
日

桐
佐
代
子
さ
ん
（
６‐

た
ち
が
み
ん
な
の
か

き
生
き
し
て
い
て
、

て
い
る
。
こ
の
南
（

み
た
く
な
る
か
も

，

／
」
。
読
後
の
朗
ン

が
伝
わ

っ
て
き
ま
一

現
代

×
文
芸
　
□

留
習
顆

『終
わ
ら
ざ
る
夏
』

浅
田
次
郎
著

国
家
や
権
力
は
之
き
に
圧
迫

的
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
非
常
時
、

従
Ｘ
一
姉
ゆ
晰
融
は
い
い
麟
詢

を
期
待
し
も
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍

の
今
、
私
た
ち
は
国
家
に
対
す

る
そ
ん
な
期
待
や
失
望
を
改
め

て
痛
切
に
体
験
し
て
い
る
。

ぶ
討
り
、

住
北端 降伏後の惨禍

生 命 を感 じる

「この海はこれから彼らがいやおう

なしに巻き込まれる動舌しの時代を暗

示しているかのようです」◆今年の

夏はどんな海、山が私たちを待つて

いるのでしようか。「どうかご無理

をせず、でも気を抜かずにお過ごし

ください」 (堀切さん)。  (良 )
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か
つ
て
日
本
が
経
験
し
た
戦

争
の
惨
禍
は
、
現
在
の
状
況
と

は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い

「
非

常
時
」
だ

っ
た
。
浅
田
次
郎
の

『
終
わ
ら
ざ
る
夏
』
は
太
平
洋

戦
争
末
期
の
混
乱
を
、
国
家
の

戦
略
を
担

っ
た
参
謀
か
ら
将

校
、
兵
隊
、
軍
属
や
そ
の
家
族

な
ど
に
光
を
あ
て
な
が
ら
描
き

き
る
、
文
字
通
り
の
群
像
劇
だ
。

警
２
０
１
０
年
刊
。
現
在
は
、

集
英
社
文
庫

（上
中
下
各
６
３

０
円
）
。

”̈　裁一［崚一コπ̈一『所燎

中
心
に
い
る
の
は
、
出
版
社

で
翻
訳
書
の
編
集
を
行
う
片
岡

直
哉
だ
。
ど
う
や
ら
和
平
交
渉

で
重
要
な
役
割
を
任
さ
れ
る
ら

し
い
。
し
か
し
、
彼
を
含
め
い

ど
の
将
校
も
兵
卒
も
、
自
分
た

ち
が
巨
大
な
国
家
事
業
の
ど
こ

に
組
み
込
ま
れ
る
の
か
を
知
ら

な
い
。
満
州

（
現
中
国
東
北
部
）

の
部
隊
は
行
き
先
も
告
げ
ら
れ

そ
こ

へ
無
条
件
降
伏
の
報
。
日

本
領
土
の
最
北
端
に
集
結
し
た

精
鋭
部
隊
は
無
傷
の
ま
ま
、
武

旦
ｈ
一
　

期
鮨
階
引
引
漏
“
見 ４
な
な
。

ｉ

し
か
し
、
真
の
ド
ラ
マ
が
は

じ
ま
る
の
は
こ
こ
か
ら
だ
。
敗

戦
の
夏
は
簡
単
に
は
終
わ
ら
な

い
。
突
如
侵
攻
し
て
き
た
ソ
連

軍
と
、

占

守
島
を
舞
台
に
激

戦
が
始
ま
る
。
ソ
連
兵
の

「
言

葉
が
通
じ
な
か

っ
た
。
た
だ
そ

れ
だ
け
だ
」
と
い
う
声
が
悲
痛

に
、
象
徴
的
に
響
く
。
最
後
ま

で
物
語
の
中
心
に
通
訳
の
片
岡

が
位
置
す
る

の
も

そ
の
た
め

だ
。国

家
は
邪
悪
な
支
配
者

で

も
、
頼
り
に
な
る
庇
護
者
で
も

な
い
。
い
る
の
は
個
々
の
人
間

だ
。
体
や
心
が
あ
り
、
後
悔
や

希
望
が
あ
る
。
し
か
し
、
非
常

時
、
彼
ら
を
支
配
す
る
の
は
数

‘
字
だ
。
兵
力
、
食
料
、
領
土
、

時
間
…
…
。
無
機
質
な
数
字
が
、

切
れ
ば
血
の
出
る
人
間
の
人
生

を
容
赦
な
く
裁
断
す
る
。
こ
こ

に
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
現
実

が
描
か
れ
て
い
る
。

（
阿
部
公
彦

“
英
文
学
者
）

■ よみうり堂から

きょうの「どつち派 ?」 のイラス

ト、いかがでしたかo「本を読んで

いる人がなぜサングラスをかけてい

るの ?」 と思ったあなた、観察が鋭

い |◆「出かけたいけれどステイな

気持ちをうっすらと込めて、サング

ラスをかけています」 (作者のオカ

ダミカさん)とのことですo陽光の

下、青い海原や緑の山並みを想像し

つつ、読んでいただければ幸いです


